
【セクター】

【市場】

【業績】 （単位：売上、純利益は百万ドル、EPS、DPS、BPSはドル、ROE、⾃⼰資本⽐率は％）

決算期 売上高 純利益 EPS DPS BPS ROE 自己資本比率

17年6月期 96,571 24,053 3.07 1.56 11.4 29.8 35.0

18年6月期 110,360 28,540 3.67 1.68 10.8 19.4 32.0

19年6月期予想 123,015 33,123 4.30 1.80 12.7 38.7 -

※EPS：1株当たり利益、DPS：1株当たり配当、BPS：1株当たり純資産、ROE：株主資本利益率 （出所）BloombergデータよりSBI証券が作成

【主要指標】 　

図表1 クラウドサービスの世界シェア（17年） 図表2 部門別売上の推移

　　　 　

（SBI証券　投資情報部　榮　聡） （更新⽇ 18/10/10）
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　　　　（出所）各種報道よりSBI証券が作成 　　　（出所）会社資料よりSBI証券が作成

【会社の⾒⽅】
現在成⻑を牽引しているのは企業向けのクラウド事業です。17年の世界シェアはアマゾンに次ぐ2位ですが、足もとでシェア拡大の勢いが最
も強く、世界最大となる可能性もあります（図表1）。同社は企業のメールシステムやビジネスソフトの「Office」などで企業のIT部門とのコ
ンタクトがあることが、クラウドの事業拡大を優位に進められる要因と⾒られます。

【⾒通し・注目点】
クラウドの成⻑、ナデラCEOのもと他社との提携にも積極的でオープンな会社に変わったこと、従来事業での巨大な顧客ベースを生かすこと
により、同社の成⻑はここ2年は2桁の増加が⾒込まれています。18年4-6月期決算では、全3部門が増収となったほか、10以上ある主要
事業が全て前年同期⽐増収となって従来足を引っ張っていた部門も回復し、クラウドなどによる成⻑が表⾯化してきました。

【企業概要】
米国のソフトウェア大手です。パソコンOS（オペレーティングシステム）の「Windows」、ビジネスアプリの「Office」、企業向けクラウドの
「Azure」、ネット検索の「Bing」、ゲーム機の「Xbox」、ノートPCの「Surface」、ビジネス向けSNS（ソーシャルネットワークサービス）の
「LinkedIn」など幅広い事業を展開しています。これら事業が、モア・パーソナル・コンピューティング（18年6月期売上構成⽐38％）、プ
ロダクティビティ・アンド・ビジネス・プロセス（同33％）、インテリジェント・クラウド（同29％）などに分類されています。
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企業名
シェア
（％）

シェア変化
（％ポイント）

アマゾンドットコム 10.5 0.7

マイクロソフト 9.3 1.9

IBM 8.9 -0.7

グーグル 4.5 0.6

セールスフォースドットコム 4.5 -0.2

オラクル 2.8 0.4
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